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協
力
を
得
る
た
め
の
努
力
を
積
極
的
に
行
う
、
と
し
て
い
る
。
こ
こ

で
い
う
共
通
の
目
標
は
、
一
九
九
一
年
一
二
月
に
盧
泰
愚
（
ノ
・
テ

ウ
）
大
統
領
と
金
日
成
（
キ
ム
・
イ
ル
ソ
ン
）
国
家
主
席
と
の
間
で

合
意
さ
れ
た
、
南
北
朝
鮮
に
お
け
る
核
兵
器
の
製
造
、
保
有
、
配
備

の
禁
止
を
定
め
た
朝
鮮
半
島
の
非
核
化
に
関
す
る
共
同
宣
言
と
同
一

の
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
繰
り
返
し

試
み
ら
れ
て
き
た
朝
鮮
半
島
の
核
軍
縮
の
、
新
た
な
ラ
ウ
ン
ド
が
開

始
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

板
門
店
宣
言
を
受
け
、
米
朝
共
同
声
明
で
は
、「
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
は
北
朝
鮮
に
安
全
保
障
を
約
束
し
、
金
委
員
長
は
朝
鮮
半
島
の
完

全
な
非
核
化
へ
の
揺
る
ぎ
な
い
、
固
い
決
意
を
再
確
認
し
た
」
と
し

た
上
で
、「
二
〇
一
八
年
四
月
二
七
日
の
板
門
店
宣
言
を
再
確
認
し
、

北
朝
鮮
は
朝
鮮
半
島
の
完
全
な
非
核
化
に
向
け
取
り
組
む
」
と
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
板
門
店
宣
言
を
確
認
す
る
形
と
は
い
え
、
北
朝
鮮

が
米
国
に
対
し
て
も
非
核
化
を
公
約
し
た
。

　

こ
の
二
つ
の
政
治
宣
言
で
は
、
北
朝
鮮
の
非
核
化
の
最
終
的
な
形

が
ど
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
か
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
。
し
ば
し
ば

指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
朝
鮮
半
島
非
核
化
の
目
標
が
「
完
全
で
検
証

可
能
か
つ
不
可
逆
的
な
非
核
化
」（
Ｃ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
）
な
の
か
、
そ
れ
以

外
の
非
核
化
の
姿
を
想
定
し
て
い
る
か
も
明
確
で
は
な
い
。
た
だ
、

も
し
北
朝
鮮
が
真
剣
に
非
核
化
を
目
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
核

兵
器
保
有
を
積
極
的
に
目
指
し
、
そ
れ
に
向
け
て
数
十
年
取
り
組
ん

で
き
た
国
家
に
よ
る
大
胆
な
政
策
転
換
で
あ
り
、「
核
兵
器
な
き
世

界
」
に
向
け
た
大
き
な
一
歩
に
な
ろ
う
。
過
去
、
核
兵
器
の
保
有
を

公
言
し
た
国
家
に
よ
る
核
兵
器
完
全
破
棄
の
記
録
は
な
く
（
秘
密
裏

に
開
発
し
た
南
ア
フ
リ
カ
と
、
旧
ソ
連
の
核
兵
器
が
残
さ
れ
た
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
事
情
は
、
北
朝
鮮
と
は
異
な
る
）、
歴
史
的
な
成
果
に
な

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、北
朝
鮮
が
「
核
兵
器
な
き
世
界
」
の
理
想
に
賛
同
し
、

自
身
の
安
全
保
障
が
担
保
さ
れ
る
こ
と
と
引
き
換
え
に
非
核
化
に
応

じ
た
、
と
判
断
す
る
の
は
ナ
イ
ー
ブ
で
あ
る
。
金
正
恩
は
、
北
朝
鮮

に
と
っ
て
の
外
交
政
策
上
の
最
大
の
「
道
具
」
を
、
理
想
と
引
き
換

え
に
放
棄
す
る
ほ
ど
無
責
任
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
や
日
韓
側
に
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
度
重
な
る
北
朝
鮮
の
「
裏

切
り
」
を
見
て
き
た
立
場
か
ら
、
今
回
の
合
意
は
「
特
別
」
と
期
待

す
る
ほ
ど
初う

ぶ心
で
は
な
い
。
日
韓
の
一
部
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
金

正
恩
を
平
和
路
線
に
転
換
し
た
大
胆
な
政
治
指
導
者
で
あ
る
と
し
て

仰
ぎ
見
る
よ
う
な
姿
勢
は
、
歴
史
の
記
憶
に
鈍
感
に
な
っ
て
い
る
よ

う
に
し
か
思
え
な
い
。
重
要
な
の
は
、
北
朝
鮮
が
非
核
化
の
実
現
に

向
け
て
見
せ
た
戦
略
の
「
隙
間
」
を
、
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
実
際

に
非
核
化
に
つ
な
げ
て
い
く
か
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
具
体
的
な
措

置
を
い
か
に
交
渉
の
中
に
盛
り
込
ん
で
い
く
か
が
重
要
に
な
る
。
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二
〇
一
八
年
六
月
一
二
日
の
米
朝
首
脳
会
談
と
共
同
声
明
が
、
朝

鮮
半
島
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
ど
の
よ
う
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
残
し
た
の

か
、
と
い
う
問
い
に
対
す
る
答
え
は
、
歴
史
の
評
価
を
待
つ
の
が
妥

当
で
あ
る
。
北
朝
鮮
が
、
そ
れ
ま
で
の
朝
鮮
半
島
非
核
化
に
関
す
る

合
意
と
同
様
に
、
板
門
店
宣
言
と
米
朝
共
同
声
明
を
国
際
社
会
か
ら

の
圧
力
の
緩
和
を
獲
得
す
る
手
段
と
し
て
利
用
す
る
の
か
、
そ
れ
と

も
過
去
の
事
例
と
は
異
な
り
、
誠
実
に
平
和
と
繁
栄
を
求
め
て
非
核

化
を
進
め
る
か
は
、
今
後
の
政
治
状
況
に
左
右
さ
れ
る
。

　

確
実
な
こ
と
は
、
金
正
恩
朝
鮮
労
働
党
委
員
長
が
板
門
店
宣
言
と

米
朝
共
同
声
明
に
お
い
て
、
朝
鮮
半
島
の
安
全
な
ど
の
条
件
と
の
組

み
合
わ
せ
の
下
で
は
あ
る
が
、
非
核
化
へ
の
関
与
を
公
約
し
た
こ
と

で
あ
る
。
板
門
店
宣
言
で
は
、「
朝
鮮
半
島
の
恒
久
的
で
強
固
な
平

和
体
制
構
築
」
の
た
め
の
協
力
を
展
望
し
、
具
体
的
に
は
、
不
可
侵

合
意
の
再
確
認
、
段
階
的
な
軍
縮
（
軍
事
的
信
頼
の
構
築
に
伴
う
措

置
）、
朝
鮮
戦
争
の
終
結
（
終
戦
宣
言
、
平
和
協
定
、
平
和
体
制
構

築
の
た
め
の
会
談
開
催
）、
そ
し
て
「
完
全
な
非
核
化
を
通
し
て
核

の
な
い
朝
鮮
半
島
を
実
現
す
る
と
い
う
共
通
の
目
標
」
の
確
認
に
合

意
し
て
い
る
。

　

両
国
は
非
核
化
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
自
ら
の
責
任
と
役
割
を
果

た
す
と
同
時
に
、
朝
鮮
半
島
非
核
化
に
向
け
た
国
際
社
会
の
支
持
と

非
核
化
・
軍
備
管
理
か
ら
見
た
米
朝
会
談

―
―
北
東
ア
ジ
ア
情
勢
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト

拓
殖
大
学
教
授

佐
藤
丙
午

大
き
な
岐
路
に
立
つ
北
朝
鮮
の
非
核
化
問
題
。

米
朝
交
渉
は
対
話
に
よ
る
解
決
を
可
能
に
す
る
の
か
。

N
P
T
、
C
T
B
T
に
北
朝
鮮
を
組
み
込
め
る
の
か
。

さ
ま
ざ
ま
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
か
ら

北
朝
鮮
非
核
化
と
北
東
ア
ジ
ア
情
勢
を
分
析
す
る
。

さ
と
う　

へ
い
ご　
一
九
六
六
年
生
ま
れ
。
筑

波
大
学
卒
、
同
大
学
院
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン

ト
ン
大
学
大
学
院
修
士
課
程
修
了
。
一
橋
大
学

大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
。

博
士
（
法
学
）。
防
衛
庁
防
衛
研
究
所
主
任
研

究
官
な
ど
を
経
て
現
職
。
著
書
に
『
21
世
紀
の

国
際
関
係
入
門
』
な
ど
。
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つ
段
階
的
に
各
プ
ロ
セ
ス
を
組
み
合
わ
せ
、
長
期
の
関
与
が
担
保
さ

れ
る
政
治
環
境
が
必
要
と
な
る
。
Ｃ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
は
、
政
治
宣
言
と
し
て

発
す
る
意
義
以
外
に
は
、
結
果
と
し
て
出
現
す
る
状
況
を
示
す
言
葉

以
上
の
意
義
を
持
た
な
い
。
二
〇
一
八
年
七
月
に
ポ
ン
ペ
オ
国
務
長

官
が
訪
朝
し
、
実
務
交
渉
と
非
核
化
の
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
に
関
す
る

話
し
合
い
が
持
た
れ
た
。
非
核
化
交
渉
は
、
米
朝
に
韓
国
を
加
え
、

最
初
に
非
核
化
の
定
義
に
関
す
る
合
意
が
図
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
の

際
、
核
兵
器
禁
止
条
約
が
成
立
し
た
際
に
も
話
題
に
な
っ
た
核
の
拡

大
抑
止
（
核
の
傘
）
の
提
供
と
、非
核
化
と
の
関
係
も
議
題
に
な
る
。

　

そ
の
上
で
、
以
下
の
段
階
が
踏
ま
れ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
米
ソ
の

戦
略
兵
器
削
減
条
約
（
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
）
交
渉
や
協
調
的
脅
威
削
減
計

画
（Cooperative T

hreat Reduction Program

、
通
称
ナ
ン

=

ル
ー
ガ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
を
参
考
に
す
る
と
、
第
一
段
階
は
北

朝
鮮
の
核
計
画
の
概
要
の
公
開
と
、
そ
の
正
確
性
の
検
証
が
実
施
さ

れ
る
。
北
朝
鮮
が
提
供
す
る
情
報
と
、
米
国
と
韓
国
が
保
有
す
る
北

朝
鮮
の
核
兵
器
及
び
核
関
連
施
設
の
情
報
と
の
照
合
・
確
認
を
通
じ

て
、
非
核
化
の
対
象
に
合
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
段
階
は
、
政

治
的
に
も
最
も
デ
リ
ケ
ー
ト
な
も
の
と
な
る
。
七
月
の
実
務
者
会
合

で
、
北
朝
鮮
側
は
米
国
の
非
核
化
要
求
に
不
快
感
を
表
明
し
た
と
報

じ
ら
れ
た
。
そ
れ
か
ら
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
交
渉
の
継
続
が
第

一
の
関
門
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

第
二
段
階
で
は
、
兵
器
ス
ト
ッ
ク
か
ら
核
弾
頭
を
取
り
出
し
、
分

解
し
て
核
物
質
（
Ｈ
Ｅ
Ｕ
や
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
ピ
ッ
ト
）
を
分
離
す

る
必
要
が
あ
る
。
米
ソ
の
例
で
は
、
分
離
さ
れ
た
Ｈ
Ｅ
Ｕ
と
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
は
、
兵
器
化
さ
れ
る
以
前
の
段
階
に
あ
る
、
軍
事
用
途
の
Ｈ

Ｅ
Ｕ
と
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
と
共
に
、
燃
料
用
（
軍
事
用
も
し
く
は
民
生

用
）
か
戦
略
予
備
に
回
さ
れ
る
。
北
朝
鮮
の
非
核
化
の
場
合
、
戦
略

予
備
に
回
す
選
択
肢
は
考
え
ら
れ
な
い
た
め
、
全
て
の
Ｈ
Ｅ
Ｕ
と
プ

ル
ト
ニ
ウ
ム
は
原
子
力
発
電
所
の
燃
料
と
、
貯
蔵
・
保
管
（
厳
重
な

拡
散
防
止
措
置
の
下
に
置
く
）、
そ
し
て
最
終
処
分
の
い
ず
れ
か
に

回
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

第
三
段
階
で
は
、
最
終
用
途
に
応
じ
た
解
体・転
換
が
行
わ
れ
る
。

解
体
さ
れ
た
Ｈ
Ｅ
Ｕ
と
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
、
最
終
的
に
北
朝
鮮
の
原

子
力
発
電
所
（
民
生
用
で
軽
水
炉
原
発
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
）
の

燃
料
、
韓
国
の
原
発
の
燃
料
（
こ
の
場
合
は
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
Ｍ

Ｏ
Ｘ
燃
料
に
す
る
選
択
肢
も
生
じ
る
）、
米
国
を
含
め
た
第
三
国
の

原
発
の
燃
料
、
貯
蔵
・
保
管
（
北
朝
鮮
に
残
置
さ
れ
る
ケ
ー
ス
と
、

第
三
国
に
移
転
さ
れ
た
後
に
管
理
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
）、
そ
し

て
最
終
処
分
の
い
ず
れ
か
の
道
を
た
ど
る
。

　

核
弾
頭
か
ら
分
離
さ
れ
た
Ｈ
Ｅ
Ｕ
と
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
、
物
理
的

に
ど
の
場
所
で
分
解
及
び
転
換
す
る
か
が
、
北
朝
鮮
の
非
核
化
交
渉

の
一
つ
の
焦
点
に
な
る
だ
ろ
う
。
北
朝
鮮
は
、
将
来
の
政
治
状
況
の

外交Vol.50 Jul./Aug. 2018 26

非
核
化
に
求
め
ら
れ
る
「
段
階
」

　

非
核
化
を
め
ぐ
る
国
際
交
渉
は
、
四
種
類
の
課
題
に
段
階
的
に
対

処
す
る
必
要
が
あ
る
。
非
核
化
に
伴
う
課
題
は
、
①
兵
器
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
と
核
弾
頭
（
こ
れ
に
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
弾
頭
の

分
離
や
弾
頭
部
の
分
離
・
分
解
を
含
む
）、
②
核
関
連
物
資
（
高
濃

縮
ウ
ラ
ン
〔
Ｈ
Ｅ
Ｕ
〕
や
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
）、
③
兵
器
の
燃
料
（
推

進
剤
）、④
核
開
発
に
従
事
し
た
研
究
者
お
よ
び
研
究
施
設
、で
あ
る
。

非
核
化
が
不
可
逆
的
で
検
証
可
能
な
も
の
で
、
拡
散
防
止
ま
で
視
野

に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
諸
問
題
の
解
決
策
の
幅

は
広
い
。

　

ま
た
、
非
核
化
は
核
兵
器
の
解
体
後
の
核
兵
器
関
連
資
機
材
等
を

国
際
基
準
に
従
っ
た
状
態
に
置
く
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
状
況
に
到
達

す
る
に
は
、
十
数
年
が
必
要
で
あ
る
と
見
込
ま
れ
て
お
り
、
非
核
化

の
プ
ロ
セ
ス
を
長
期
間
に
わ
た
っ
て
維
持
す
る
た
め
の
コ
ス
ト
は
大

き
い
。
北
朝
鮮
の
核
開
発
を
不
可
逆
的
な
状
態
に
置
く
に
は
、
継
続

的
に
検
証
措
置
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
に
北
朝
鮮
が
応
じ

る
政
治
環
境
を
維
持
す
る
必
要
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
、
北
朝

鮮
で
誕
生
し
得
る
、
金
正
恩
政
権
以
外
の
政
権
と
の
関
係
に
お
い
て

も
同
じ
問
題
が
発
生
す
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
北
朝
鮮
と
の
非
核
化
交
渉
に
は
、
重
層
的
な
お
か

北朝鮮は豊渓里（プンゲリ）にある地下核実験場の廃棄を約束。5月24日に行われた坑道・施設爆破の
様子は報道陣にも公開された（代表撮影／AP／アフロ）
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ま
ず
、計
画
通
り
に
非
核
化
さ
れ
た
北
朝
鮮
が
出
現
す
る
こ
と
は
、

朝
鮮
半
島
に
お
け
る
軍
事
的
緊
張
状
態
が
緩
和
さ
れ
、
北
朝
鮮
に
対

す
る
国
際
社
会
の
経
済
支
援
・
協
力
が
活
発
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
を

意
味
す
る
。
長
期
に
わ
た
っ
て
敵
対
関
係
を
続
け
て
き
た
米
朝
間
の

和
解
に
は
困
難
が
予
想
さ
れ
る
が
、朝
鮮
戦
争
の
行
方
不
明
兵
士（
Ｍ

Ｉ
Ａ
）
の
遺
骨
返
還
、
日
本
に
対
す
る
拉
致
問
題
の
解
決
な
ど
が
並

行
的
に
実
施
さ
れ
る
と
、
米
国
や
日
本
を
含
め
た
諸
外
国
か
ら
の
投

資
も
増
加
し
、
両
者
の
緊
張
関
係
は
緩
和
し
て
ゆ
く
だ
ろ
う
。
た
だ

し
、
朝
鮮
戦
争
終
結
後
の
朝
鮮
半
島
で
は
、
南
北
両
国
の
統
一
問
題

（
統
一
か
ら
連
邦
国
家
構
想
ま
で
、複
数
の
選
択
肢
が
考
え
ら
れ
る
）、

米
韓
相
互
防
衛
条
約
も
し
く
は
地
位
協
定
の
解
消
、
米
韓
軍
事
協
力

の
削
減
等
を
実
現
的
な
選
択
肢
と
し
て
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
さ

ら
に
日
本
は
、
潜
在
的
に
核
兵
器
開
発
能
力
が
あ
り
、
そ
れ
が
実
証

さ
れ
た
「
南
北
統
一
朝
鮮
」
の
出
現
を
ふ
ま
え
た
外
交
・
安
全
保
障

政
策
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
自
由
主
義
陣
営

の
防
衛
ラ
イ
ン
を
、
中
朝
国
境
に
ま
で
拡
張
で
き
る
の
か
、
そ
れ
と

も
対
馬
海
峡
ま
で
下
げ
る
の
か
と
い
う
課
題
に
取
り
組
む
必
要
が
生

ま
れ
る
。

　

次
に
、
非
核
化
さ
れ
る
過
程
の
北
朝
鮮
は
、
本
質
的
に
不
安
定
な

状
況
が
継
続
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
際
争
点
と
な
る
の
は
、
ど
の

時
点
で
経
済
制
裁
を
緩
和
し
、
経
済
協
力
を
カ
ー
ド
と
し
て
利
用
す

る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
非
核
化
と
朝
鮮
半
島
の
緊
張
緩
和
が

バ
ー
タ
ー
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
北
朝
鮮
が
非
核
化
を
進
め
る
過
程

で
、
日
米
韓
側
が
Ｃ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
に
向
か
う
動
き
を
阻
害
す
る
よ
う
な
措

置
を
と
る
こ
と
は
、
北
朝
鮮
に
プ
ロ
セ
ス
を
停
止
す
る
口
実
を
与
え

て
し
ま
う
。
し
か
し
、
Ｃ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
の
確
証
が
得
ら
れ
な
い
段
階
で
経

済
制
裁
を
緩
和
す
る
と
、
各
国
は
国
内
政
治
上
の
問
題
を
抱
え
る
こ

と
に
な
る
。

　

も
し
非
核
化
交
渉
が
本
格
的
に
進
む
の
で
あ
れ
ば
、
北
朝
鮮
は
前

述
の
第
一
段
階
で
、
非
核
化
を
「
人
質
」
に
し
て
、
自
身
が
得
る
こ

と
が
で
き
る
褒
賞
の
明
確
化
を
求
め
る
だ
ろ
う
。
六
月
一
二
日
の
米

朝
首
脳
会
談
後
は
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
米
韓
合
同
軍
事
演
習
の
中

止
や
、
駐
韓
米
軍
撤
退
問
題
な
ど
に
触
れ
、
平
和
攻
勢
を
実
施
し
て

北
朝
鮮
に
「
誠
意
」
を
見
せ
た
。
し
か
し
、
北
朝
鮮
は
こ
れ
に
満
足

す
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
し
、
Ｈ
Ｅ
Ｕ
や
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
解
体
・

転
換
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
査
察
受
け
入
れ
の
段
階
な
ど
で
、「
条
件
闘
争
」

を
展
開
す
る
と
予
想
さ
れ
る
。

　

最
後
に
、
非
核
化
が
失
敗
し
た
北
朝
鮮
で
あ
る
が
、
失
敗
の
原
因

が
北
朝
鮮
側
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
結
果
的
に
は
米
国
の
北
朝
鮮
に
対

す
る
軍
事
的
圧
力
の
強
化
に
つ
な
が
る
可
能
性
は
高
い
。
し
た
が
っ

て
、
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
軍
事
衝
突
の
発
生
、
も
し
く
は
北
朝
鮮
の

国
内
の
混
乱
の
可
能
性
は
去
っ
て
い
な
い
。
も
っ
と
も
、
ト
ラ
ン
プ

外交Vol.50 Jul./Aug. 2018 28

変
化
に
対
す
る
保
証
と
し
て
、
国
内
で
分
解
及
び
転
換
す
る
道
を
模

索
す
る
だ
ろ
う
。
転
換
に
必
要
な
技
術
や
、
そ
の
イ
ン
フ
ラ
を
北
朝

鮮
が
保
有
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
交
渉
の
過
程
で

新
施
設
の
建
設
を
要
求
し
て
く
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。
民
生
用
に

転
換
さ
れ
た
核
燃
料
は
、
国
際
原
子
力
機
関
（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
の
議
定

書
お
よ
び
、
可
能
で
あ
れ
ば
追
加
議
定
書
な
ど
に
基
づ
く
査
察
の
下

に
置
か
れ
る
必
要
が
あ
る
が
、
過
去
に
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
査
察
に
抵
抗
し

て
き
た
北
朝
鮮
が
、
こ
れ
に
応
じ
る
か
ど
う
か
も
注
目
さ
れ
る
。
Ｍ

Ｏ
Ｘ
に
転
換
さ
れ
な
い
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
最
終
処
分
の
方
法
も
、
重

要
な
争
点
と
な
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
の
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
も
確
定
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

　

第
四
段
階
と
し
て
、
北
朝
鮮
が
「
非
核
化
」
さ
れ
た
こ
と
を
制
度

的
に
担
保
す
る
た
め
、
米
国
お
よ
び
国
際
社
会
は
北
朝
鮮
が
包
括
的

核
実
験
禁
止
条
約（
Ｃ
Ｔ
Ｂ
Ｔ
）に
署
名・批
准
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

同
時
に
、
北
朝
鮮
が
非
核
兵
器
国
と
し
て
核
兵
器
不
拡
散
条
約
（
Ｎ

Ｐ
Ｔ
）
に
復
帰
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
こ
と
に
な
る
。
国
際
レ
ジ
ー

ム
へ
の
参
加
・
復
帰
は
、
非
核
化
プ
ロ
セ
ス
の
初
期
段
階
よ
り
論
点

と
な
る
と
予
想
さ
れ
る
が
、
北
朝
鮮
が
核
兵
器
解
体
と
Ｈ
Ｅ
Ｕ
お
よ

び
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
非
軍
事
化
し
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
な
ど
に
よ
っ
て
核
計

画
の
不
可
逆
性
が
担
保
さ
れ
な
い
限
り
、
国
際
レ
ジ
ー
ム
へ
の
参
加

は
象
徴
的
な
意
味
し
か
持
た
な
い
。
こ
の
た
め
、
国
際
社
会
へ
の
復

帰
は
、
Ｃ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
が
完
成
し
た
と
評
価
さ
れ
た
後
に
進
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
各
段
階
の
措
置
を
進
め
る
と
同
時
に
、
投
射
手
段
の
問
題

と
、
技
術
者
や
核
施
設
の
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
る
。

北
朝
鮮
の
非
核
化
と
朝
鮮
半
島
の
将
来

　

六
月
一
二
日
の
共
同
声
明
で
は
、「
新
た
な
米
朝
関
係
の
確
立
が
、

朝
鮮
半
島
と
世
界
の
平
和
と
繁
栄
に
寄
与
す
る
と
確
信
し
、
相
互
の

信
頼
醸
成
に
よ
っ
て
朝
鮮
半
島
の
非
核
化
を
促
進
で
き
る
こ
と
を
認

識
」
と
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、「
米
国
と
北
朝
鮮
は
、
両
国
民
が

平
和
と
繁
栄
を
切
望
し
て
い
る
こ
と
に
応
じ
、
新
た
な
米
朝
関
係
を

確
立
す
る
と
約
束
す
る
」
と
し
、「
米
国
と
北
朝
鮮
は
、
朝
鮮
半
島

に
お
い
て
持
続
的
で
安
定
し
た
平
和
体
制
を
築
く
た
め
と
も
に
努
力

す
る
」
こ
と
に
合
意
し
て
い
る
。
北
朝
鮮
側
に
す
る
と
、
非
核
化
を

受
け
入
れ
た
場
合
、
そ
の
代
わ
り
に
確
度
の
高
い
安
全
保
障
上
の
保

証
を
求
め
る
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
非
核
化
と
朝
鮮
半
島
の
安
全
保

障
は
リ
ン
ク
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
安
全
が
保
障
さ
れ
る
の
は
金
正
恩
政
権
で
は
な
く
、
北

朝
鮮
と
い
う
国
家
に
対
す
る
誓
約
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
非
核
化

さ
れ
た
北
朝
鮮
と
、
非
核
化
さ
れ
る
過
程
の
北
朝
鮮
、
そ
し
て
非
核

化
が
失
敗
し
た
北
朝
鮮
の
三
つ
の
将
来
を
考
察
し
て
み
る
。
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大
統
領
が
米
国
の
国
内
政
治
を
重
視
し
た
交
渉
を
進
め
る
際
、
軍
事

的
選
択
肢
が
採
用
可
能
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
。

　

北
朝
鮮
の
軍
事
力
の
現
状
を
考
慮
す
る
と
、
米
国
が
軍
事
的
圧
力

を
強
化
す
る
こ
と
は
、
軍
事
態
勢
の
強
化
で
は
な
く
、
西
太
平
洋
に

お
け
る
米
軍
の
展
開
力
の
大
き
さ
に
依
存
し
つ
つ
、
攻
撃
能
力
の
拡

充
に
集
中
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
中
で
、
少
な
く
と
も
兵

站
部
門
な
ど
で
、
日
本
は
米
軍
の
協
力
を
直
接
的
に
求
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
米
国
の
関
与
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、

日
韓
の
安
全
保
障
協
力
の
強
化
が
求
め
ら
れ
る
。

　

た
だ
し
、
非
核
化
の
失
敗
は
、
問
題
が
再
び
振
り
出
し
に
戻
る
の

で
は
な
く
、
米
国
が
、
北
朝
鮮
が
望
ん
で
き
た
直
接
対
話
を
許
し
た

上
で
、
対
話
路
線
の
可
能
性
を
採
用
し
た
と
い
う
実
績
を
残
す
も
の

と
も
判
断
で
き
る
。
つ
ま
り
、
次
の
政
策
を
推
進
す
る
際
の
米
国
の

正
当
性
が
高
ま
る
と
い
う
効
果
に
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

軍
備
管
理
・
軍
縮
に
与
え
る
影
響

　

北
朝
鮮
の
核
お
よ
び
ミ
サ
イ
ル
開
発
が
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
の

北
東
ア
ジ
ア
の
戦
略
環
境
を
規
定
し
て
き
た
、
と
し
て
も
過
言
で
は

な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
問
題
の
終
結
の
可
能
性
は
、
幾
度
と
な
く
存
在

し
た
。
史
上
初
の
米
朝
首
脳
会
談
と
い
う
成
果
を
手
に
し
た
金
正
恩

は
、
高
い
政
治
的
ス
テ
ー
タ
ス
を
手
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か

し
、
非
核
化
交
渉
の
結
末
が
、
自
身
の
血
脈
が
三
代
に
わ
た
っ
て
積

み
上
げ
て
き
た「
大
国
」の
地
位
を
放
棄
す
る
も
の
で
あ
る
現
実
を
、

北
朝
鮮
は
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
北
朝
鮮
の
非
核
化
が
進
展
す
る
中
で
、
そ
れ
を
加
速
さ
せ

る
た
め
に
北
東
ア
ジ
ア
核
兵
器
禁
止
地
帯
構
想
を
主
張
す
る
集
団

も
、
日
韓
の
中
か
ら
出
て
く
る
だ
ろ
う
。
市
民
社
会
の
中
に
は
、
北

朝
鮮
の
非
核
化
を
推
進
す
る
た
め
に
、
日
韓
が
核
兵
器
禁
止
条
約
に

加
盟
す
べ
き
と
主
張
す
る
団
体
も
あ
る
だ
ろ
う
。
核
兵
器
禁
止
地
帯

構
想
等
自
体
は
歓
迎
す
べ
き
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
で
あ
る
が
、
北
東
ア
ジ

ア
の
戦
略
問
題
が
北
朝
鮮
問
題
だ
け
で
な
い
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、

北
朝
鮮
の
非
核
化
が
生
み
出
す
各
国
の
戦
略
計
算
の
複
雑
さ
を
理
解

し
た
上
で
、軍
縮
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
受
け
止
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
北
朝
鮮
の
非
核
化
が
、
朝
鮮
半
島
を
め
ぐ
る
唯
一
の
課

題
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
。
非
核
化
交
渉
と
同
時
に
、
ミ
サ
イ
ル

な
ど
の
解
体
、
推
進
剤
等
の
撤
去
・
再
利
用
、
核
計
画
に
関
与
し
た

研
究
者
等
の
処
遇
な
ど
、
前
述
の
段
階
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
で
考
慮
す

べ
き
問
題
は
多
い
。
北
朝
鮮
は
、
こ
れ
ら
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
る
こ

と
は
、
非
核
化
交
渉
を
妨
害
す
る
要
素
だ
と
批
判
す
る
だ
ろ
う
。
し

か
し
、
こ
れ
か
ら
も
日
本
や
周
辺
国
の
安
全
保
障
に
と
っ
て
は
不
可

欠
な
要
素
で
あ
り
、北
朝
鮮
が
軍
事
強
国
の
道
を
放
棄
す
る
過
程
で
、

政
策
の
変
更
が
担
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
●


